
 1 [合計34点] 

問(1)[8点] 

(a)[2点] 

考え方や計算の過程[1点] 

エネルギー保存則の式 
1

2
𝑚𝑣0

2 =
1

2
𝑘(𝑥0 − 𝐿)2 に1点。

結果[1点] 

𝑥0の結果に1点。 

(b)[3点] 

考え方や計算の過程[1点] 

小物体Bが速さ𝑣0で𝑥 = 𝐿に戻ることを述べて1点。 

結果[2点] 

𝑡0の結果に2点。 

(c)[3点] 

考え方や計算の過程[1点] 

滑らないための条件式 𝜇𝑚𝑔 ≥ 𝑘(𝑥0 − 𝐿) に1点。 

結果[2点] 

𝑉の結果に2点。 

問(2)[22点] 

(a)[8点] 

考え方や計算の過程[4点] 

滑る直前の力のつり合いの式 𝜇𝑚𝑔 = 𝑘(𝑥1 − 𝐿) に2点。 

エネルギー保存則の式 
1

2
𝑚𝑣0

2 =
1

2
𝑘(𝑥1 − 𝐿)2 +

1

2
𝑚𝑣1

2 に2点。

結果[4点] 

𝑥1の結果に2点。 

𝑣1の結果に2点。 

2018年第2回東北大本番レベル模試物理採点基準 



(b)[4 点] 

考え方や計算の過程[2点] 

運動量保存則の式 𝑚𝑣1 = 2𝑚𝑣A に2点。 

結果[2点] 

𝑣Aの結果に2点。 

(c)[5 点] 

考え方や計算の過程[2点] 

エネルギー保存則の式 
1

2
𝑚𝑣0

2 =
1

2
𝑘𝑋2 +

1

2
× 2𝑚𝑣A

2 に2点。

結果[3点] 

𝑋の結果に3点。 

(d)[5 点] 

考え方や計算の過程[2点] 

エネルギー保存則で自然長になった時の各物体の速さ 𝑣′ = 𝑋√
𝑘

2𝑚
 を導出して2点。 

結果[3点] 

𝑇の結果に3点。 

問(3)[4点] 

考え方や計算の過程[2点] 

𝑒 = 0のとき、衝突後0でない重心速度一定で一体となって運動することを述べて1点。 

𝑒 = 1のとき、衝突後0でない重心速度一定で衝突を繰り返すことを述べて1点。 

結果[2点] 

𝑒 = 0の結果に1点。 

𝑒 = 1の結果に1点。 



 2 [合計33点] 

問(1)[12点] 

(a)[3点] 

考え方や計算の過程[1点] 

回路方程式 
𝑄0

𝐶
= 𝑅𝐼0 に1点。 

結果[2点] 

𝐼0の結果に2点。 

(b)[4点] 

考え方や計算の過程[2点] 

回路方程式 
𝑄1

𝐶
=

𝑞1

𝐶′
 に1点。 

電荷保存則 𝑄1+𝑞1 = 𝑄0 に1点 

結果[2点] 

𝑄1の結果に1点。 

𝑞1の結果に1点。 

(c)[3点] 

考え方や計算の過程[1点] 

エネルギー収支の式 𝐻 =
𝑄0

2

2𝐶
− (

𝑄1
2

2𝐶
+

𝑞1
2

2𝐶′
) に1点。

結果[2点] 

𝐻の結果に2点。 

(d)[2点] 

考え方や計算の過程[1点] 

回路の式  
𝑄

𝐶
−

𝑞

𝐶′
= 𝑅𝐼 で𝐶′ → ∞として、1点。 

結果[1点] 

結果に1点。 

問(2)[18点] 

(a)[4点] 

考え方や計算の過程[2点] 



回路方程式 
𝑄0

𝐶
= 𝑅𝐼0

′  に1点。

アンペール力の式 𝐹0 = 𝐼0
′𝐵𝑙 に1点。 

結果[2点] 

𝐼0
′の結果に1点。 

𝐹0の結果に1点。 

(b)[5 点] 

結果[5点] 

結果に各1点。 (オ)は，
𝑚𝑄1

′

𝐶𝐵𝑙
 もしくは 

𝑚𝐵𝑙𝑄0

𝑚+𝐶𝐵2𝑙2
 も可 

(c)[6 点] 

考え方や計算の過程[2点] 

回路方程式 
𝑄1
′

𝐶
= 𝑣1𝐵𝑙 に1点。 

運動量と力積の関係の式 𝑚𝑣1 = 𝑙𝐵(𝑄0 − 𝑄1
′) に1点。 

結果[4点] 

𝑄1
′の結果に2点。 

𝑣1の結果に2点。 

(d)[3 点] 

考え方や計算の過程[1点] 

エネルギー収支の式 𝐻′ =
𝑄0

2

2𝐶
− (

𝑄1
′2

2𝐶
+

1

2
𝑚𝑣1

2) に1点。

結果[2点] 

𝐻′の結果に2点。 

問(3)[3点] 

考え方や計算の過程[1点] 

𝑄1と𝑄1
′、または。𝐻と𝐻′を比較して1点。

結果[2点] 

𝐶′′の結果に2点。 



3 [合計33点] 

問(1)[7点] 

(a)[3点] 

考え方や計算の過程[1点] 

気体の状態方程式 𝑝0𝑉1 = 1 × 𝑅𝑇1 に1点。 

結果[2点] 

𝑉1の結果に2点。 

(b)[4点] 

考え方や計算の過程[2点] 

等式 𝑆A𝑙 + 𝑆B𝑙 = 𝑆A(𝑙 + 𝑑) に2点。 

結果[2点] 

𝑑の結果に2点。 

問(2)[10点] 

(a)[4点] 

考え方や計算の過程[2点] 

シャルルの法則の式 
𝑆A(𝑙+𝑑)

𝑇1
=

𝑆A𝑙

𝑇2
 に2点。 

結果[2点] 

𝑇2

𝑇1
の結果に2点。 

(b)[6 点] 

考え方や計算の過程[2点] 

熱力学第一法則の式に2点。 

結果[4点] 

𝑄の結果に2点。 

𝑊の結果に2点。 



問(3)[16点] 

(a)[6点] 

考え方や計算の過程[2点] 

内部エネルギーが変わらないことを述べて1点。 

ボイルの法則の式 𝑝0𝑆A𝑙 = 𝑝3(𝑆A𝑙 + 𝑆B𝑥) に1点。 

結果[4点] 

𝑇2 = 𝑇3に2点。 

𝑝3の結果に2点。 

(b)[5点] 

考え方や計算の過程[2点] 

ボイル・シャルルの法則の式 
𝑝3𝑉3

𝑇3
=

𝑝4𝑉4

𝑇4
 に1点。 

ポアソンの式 𝑝3𝑉3
5

3 = 𝑝4𝑉4
5

3 に1点。 

結果[3点] 

𝑇4

𝑇3
の結果に3点。 

(c)[5点] 

考え方や計算の過程[2点] 

前問の式に 𝑉3 = 𝑆A𝑙 + 𝑆B𝑥、𝑉4 = (𝑆A + 𝑆B)𝑙、 𝑇3 =
𝑆A

𝑆A+𝑆B
𝑇1、𝑇4 = 𝑇1 を代入して2

点。 

結果[3点] 

𝑥の結果に3点。 




